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２０２０年１０月 

（本月報は報道などの公開情報を大使館で取りまとめたものです）        在ポルトガル日本国大使館 

 

【主要ニュース】 

【内政】★感染者数の増加及び災害事態宣言への引き上げ／★アソーレス自治州議会選挙の実施 

【外交】★第３１回ポルトガル・スペイン首脳会談 

【経済】★国内投資プログラム２０３０を発表／★第３四半期ＧＤＰ成長率を発表 

 

内政 

★感染者数の増加及び災害事態宣言への引き上げ 

 １０月１４日、政府は閣議を開催し、国内感染者数と

死者数の増加に伴い、感染状況に応じ市民保護法に基づ

いて発出されていた宣言のレベルをこれまでの「緊急事

態宣言」から１段階高い「災害事態宣言」へと引き上げ

た。過去最多の新規感染者数の記録も踏まえ、１０月３

１日の閣議で同宣言を１１月１４日まで延長する旨決

定した。また、閣議では、これまでポルト首都圏一部に

発出されていた制限措置を、リスボン首都圏含む全１２

１市に拡大する旨決定した。政府は国内感染状況の悪化

を踏まえ大統領令に基づく非常事態宣言への引き上げ

の必要性も検討している。 

 

●レベロ・デ・ソウザ大統領、共和制樹立１１０周年

式典でのスピーチ 

 １０月５日、レベロ・デ・ソウザ大統領はポルトガ

ル共和制樹立１１０周年の式典に参加し、祝辞を述べ

た。レベロ・デ・ソウザ大統領はポルトガルの歴史を

振り返り、「我々は民主的で自由な社会の中で生活を

し、この自由を今後も維持しなければならない。ポル

トガルは独裁制を求めておらず、独裁制では我々が抱

える数多の問題を解決することができない。民主的な

多様性こそが重要である」と述べた。 

 

 

●インテルカンプス社の世論調査結果―１０月 

１０月１９日、ジョルナル・デ・ネゴシオス紙は、イ

ンテルカンプス社が実施した世論調査結果を発表した。

新型コロナウイルス感染症への対応が続く中、与党・社

会党（ＰＳ）の支持率は３７．５％（前月比０．１ポイ

ント増）に増加した。最大野党・社会民主党（ＰＳＤ）

の支持率は２４．８％（同０．５ポイント増）と先月か

ら増加した。ＰＳとＰＳＤの支持率の差は１２．７ポイ

ント（前月比０．４ポイント減）に減少した。その他主

要政党では、左翼連合（ＢＥ）と人シェーガ党（ＣＨ）

の支持率が増加した。同社による最近の政党別支持率は

以下のとおり。 

 

【ポルトガル国内政党支持率推移】 

政党 5月 6月 7月 8月 9月 10月 

PS 40.3 40.0 39.0 39.6 37.4 37.5 

PSD 23.3 24.1 23.9 24.8 24.3 24.8 

BE 9.0 9.8 10.4 8.5 9.9 11.0 

CH 6.8 6.8 6.2 7.9 7.4 7.7 

CDU 5.9 6.2 6.2 6.1 5.5 4.3 

CDS 3.6 4.1 4.8 4.4 4.3 4.1 

PAN 3.6 3.1 3.0 3.2 4.1 4.1 

IL 3.2 1.9 2.8 2.8 2.1 2.4 

Livre 0.7 0.8 0.4 0.4 0.9 0.4 
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■調査期間：１０月６～１１日、対象者：ポルトガル本

土居住の１８歳以上の有権者６０９人、調査方式：固定

及び携帯電話番号を無作為に抽出、回答率：６２．９％、

統計上の誤差：４％ 

■ＰＳ＝社会党、ＰＳＤ＝社会民主党、ＢＥ＝左翼連合、

ＣＨ＝シェーガ党、ＣＤＵ＝統一民主連合（ポルトガル

共産党（ＰＣＰ）・緑の党（ＰＥＶ）、ＣＤＳ＝民衆党、

ＰＡＮ＝人と動物と自然の党、ＩＬ＝リベラル主導党、

Ｌｉｖｒｅ＝自由党 

 

★アソーレス自治州議会選挙の実施 

１０月２５日、アソーレス自治州で州議会議員選挙が

実施された。過去２０年間議会の過半数を占めていた社

会党（ＰＳ）は５７議席中２５議席の獲得に留まり、単

独過半数を失った。これまで議席の無かったシェーガ党

（ＣＨ）、リベラル主導党（ＩＬ）、人と動物と自然の

党（ＰＡＮ）が議席を獲得し、アソーレス州議会はかつ

てなく、政党が犇めく状況となる。一方、前回１議席を

保持していた統一民主連合（ＣＤＵ）は議席を失った。

本結果により、野党が多数派となる中でのヴァスコ・コ

ルデイロ知事の指揮が見込まれるものの、野党連合成立

の可能性も残った。なお、投票率はコロナ禍にあるもの

の、４５．４２％（前回比４．６２％増）となった。 

 

●国内死者に関する数値を発表 

 １０月３０日、国立統計院（ＩＮＥ）は、国内で新型

コロナウイルス感染症が初めて国内で確認された３月

２日から１０月１８日現在までの国内死者に関する数

値を発表した。同期間における死者数は過去５年の平均

死者数より７，９３６人多い７２，５１９人となった。

全体の死因の内、２７．５％の２，１９８人が新型コロ

ナウイルスにより亡くなった。男女別の内訳では、男性

が３５,８４２人、女性が３６,０６９人となり、過去５

年の平均と比較し、それぞれ３，３２８人、４，６０８

人の増加となった。年齢別では、７５歳以上が全体の７

０％以上を占め、過去５年の平均と比較し、７５歳以上

が６，８２４人、８５歳以上が５３７７人の増加となっ

た。 

 

外交 

●レベロ・デ・ソウザ大統領、コスタ首相、エンバ

ロ・ギニア・ビサウ大統領と会談 

 １０月８日、レベロ・デ・ソウザ大統領は、ポルト

ガルを訪問中のギニア・ビサウのエンバロ大統領と会

談を行った。会談では、二国間関係及びＥＵアフリカ

関係について話し合われた。レベロ・デ・ソウザ大統

領は、エンバロ大統領の初のポルトガル公式訪問を歓

迎した。エンバロ大統領は、「ポルトガルは西アフリ

カ諸国経済共同体にとって特別な存在である。ポルト

ガルはＥＵの入り口でもあり、我々の関係性が切り離

せないことを知るという意味でも今回の訪問を好意的

に捉えている。」と述べた。 

 エンバロ大統領はソウザ大統領との会談後、コスタ

首相とも会談を行い、主にＥＵアフリカ関係について

意見を交わした。会談後コスタ首相は「ＥＵアフリカ

関係の強化は、ポルトガルのＥＵ議長国任期中の優先

課題である。ポルトガルとギニア・ビサウとの関係強

化に対しては強い思いを抱いている」とツイッター上

で述べた。 

 

★第３１回ポルトガル・スペイン首脳会議の開催 

 １０月１０日、グアルダ市で第３１回ポルトガル・

スペイン首脳会議が開催された。コスタ首相とスペイ

ンのペドロ・サンチェス首相は「強力なイベリア半島

の存在こそがＥＵの枠組み、域内の南側の国々や地中

海諸国との枠組み、更にイベロアメリカの枠組みにお

いて、両国による共同の対応を可能にする」と強調し

た。コスタ首相は、国境を両国の分岐点ではなく結束

の場と見なし、今後ＥＵの場で両国が共有するビジョ

ン、戦略、開発計画を示していく意向を述べた。ま

た、サンチェス首相はポルトガルの２０２１年前半の

ＥＵ議長国就任についても触れ、「移民や亡命者への

対応、英国の離脱、欧州復興計画、ラテンアメリカ及

びアフリカ関係等、多くの課題がある中でのポルトガ

ルのＥＵ議長国就任は、安心と信頼をもたらす」と述

べた。 
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●ポルトガル・ギリシア防衛協力協定を締結 

 １０月１２日、オエイラスで、クラヴィーニョ国防

大臣とギリシャのニコラオス・パナギオトプロス国防

大臣は、防衛産業及びＥＵ防衛共同計画分野における

協力強化を目的とした防衛協力協定を締結した。本協

定は、ＮＡＴＯやＥＵ常設軍事協力枠組みとも連携し

ており、防衛産業における二国間の共同事業や各地域

が直面する脅威等、両国における関心事項の共有を目

的としている。また、クラヴィーニョ大臣は、ギリシ

ャで急増する移民問題についても支援を申し出る旨述

べた。 

 

●サントス・シルヴァ外相、ジャイシャンカル印外相

とビデオ会談 

１０月１４日、サントス・シルヴァ外務大臣はイン

ドのスブラマニヤム・ジャイシャンカル外務大臣とビ

デオ会談を行った。両大臣は、２０２１年の５月８日

にポルトでインド・ＥＵ首脳会談を実施する旨合意し

た。サントス・シルヴァ大臣は、インド・ＥＵ首脳会

談に関し「インド・ＥＵ間における投資及び商業機会

の増加を始め、両地域間関係の進展を目的とする」と

述べ、首脳会談の意義を強調した。また、両首脳は、

コロナ禍における更なる協力やポストコロナ社会にお

ける２国間協力の可能性について意見を交わし、２０

２１年のインド及び２０２６年のポルトガルの国連安

保理非常任理事国入りについて協力する旨確認した。 

 

●サントス・シルヴァ外相、ファイサル・サウジアラ

ビア外相と会談 

 １０月１５日、サントス・シルヴァ外務大臣は、リ

スボンでサウジアラビアのファイサル・ビン・ファル

ハーン・アール・サウード外務大臣と会談を行った。

両大臣は、会談で主に二国間経済関係について意見を

交わした。会見でサントス・シルヴァ大臣は、ファイ

サル外務大臣がポルトガルを訪問した初の同国外務大

臣である点を強調し、本訪問によって両国の関係が進

展する旨述べた。また、エネルギー転換や情報技術、

デジタル経済において、両国は補完性と共通性を持っ

ており、両国関係の深化が新たな価値の創造につなが

る旨述べた。ファイサル大臣は、「両国の関係の深化

はポストコロナ社会での経済回復に大いに役立つだろ

う。両国は経済機会及び経済協力を拡大させることが

でき、両国が協力できる分野において、早期の協議の

開催を希望する」と述べた。 

 

●サントス・シルヴァ外相、アセルボーン・ルクセン

ブルク外相と会談 

 １０月２０日、サントス・シルヴァ外相は、リスボ

ンでルクセンブルクのジャン・アセルボーン外務・欧

州大臣と会談を行った。会談では、二国間関係及び新

型コロナウイルス感染症収束に向けた課題が話し合わ

れた。アセルボーン大臣は「二国間関係は非常に良好

であり、ルクセンブルクのポルトガル人コミュニテに

よる経済、社会及び文化への貢献は計り知れない」と

述べた。両大臣は、２０２１年前半にポルトガルがＥ

Ｕ議長国に就任するにあたり、法の支配の推進、移住

の分野における連帯、多国間主義の促進等を含むＥＵ

の主要な問題について、幅広い見解の一致を確認し

た。また、新型コロナウイルス感染症がもたらした経

済危機に対するＥＵの対応に関し、両大臣はＥＵ内の

結束を重視すると共に、欧州レベルでの協調の重要性

を強調した。 

 

●レベロ・デ・ソウザ大統領、ポルトガル政府、ニー

スでのテロ事件に対し哀悼の意を表明 

１０月２９日、レベロ・デ・ソウザ大統領は、フラ

ンスのニースで発生した刺殺・殺傷テロ事件に関し、

「フランスを象徴し、我々を結びつける理念が再び卑

劣な攻撃に見舞われたことに対し、最も強い言葉で非

難すると同時に、ポルトガル国民を代表し、また自分

自身からの連帯と深い哀悼の意を表する」と哀悼の意

を表明した。また、政府は、犠牲者への哀悼の意を表

するとともにフランス政府への連帯を再確認し、あら

ゆる暴力を強く非難すると共に、過激主義、人種差

別、憎悪及び不寛容に対する戦いにコミットする旨強

調した。 
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経済 

●８月貿易部門に関する数値の発表 

１０月９日、国立統計院（ＩＮＥ）は８月の貿易量

変化に関する数値を発表した。８月は輸出が前年比－

１．４％（７月－７．１％）、輸入が前年比－１１．

６％（７月－２０．４％）となった。輸出では、燃料

及び化学製品が１７．８％、産業関連供給品が７．

２％減少した。輸入では輸送機器関連部品が３２．

９％、燃料及び化学製品が１８．１％減少した。一

方、貿易赤字は感染症拡大による貿易量の減少に伴

い、前年同月比５億７，５００万ユーロ減の１０億

４，８００万ユーロへと減少した。 

 

●９月消費者物価指数の発表 

 １０月１０日、国立統計院（ＩＮＥ）は９月の消費

者物価指数（ＣＰＩ）を発表した。９月の数値は前月

から０．１％減少し、前年同月比比０．１％の減少と

なった。インフレの指標となる食料品及びエネルギー

を除いたコアコアＣＰＩは前月から０．１％減少し、

前年同月比０．２％の減少となった。 

 

●長期国債の入札 

 １０月１４日、ポルトガル国庫公債管理庁（ＩＧＣＰ）

は、８年物長期国債を６億５，４００万ユーロ（利回り

は－０．０８５％）及び１７年物長期国債を３億４，６

００万ユーロ（利回り０．４７２％）発行した。落札額

は、８年物長期国債が１５億４，６００万ユーロ（応札

倍率２．３６倍）、１７年物長期国債が３億４，６０ 

０万ユーロ（応札倍率２．２９倍）となった。 

 

●航空輸送に関する数値の発表 

 １０月１６日、国立統計院（ＩＮＥ）は８月の航空旅

客・貨物取扱に関する数値を発表した。８月の国内への

貨物機含む商業用航空機離発着回数は、前年同月比 －

４６．４％（７月：－６２．０％）となる１２，４００

回となった。旅客数は前年同月比－６５．９％（７月：

－７９．５％）となる２２０万人（出発、到着、乗り換

えを含む）を記録し、貨物取扱量は前年比 －６５．９％

となる１０，４００トンとなった。 

 

★国内投資プログラム２０３０の発表 

１０月２２日、政府は、２０２１年から２０３０年

までの投資事業予定を記載した「国内投資プログラム

２０３０」を発表した。全８５の事業が明記され、投

資総額は４３０億ユーロに上る。本プログラムは、交

通インフラの整備：２１６億ユーロ（５０％）、エネ

ルギー転換：１３０億ユーロ（３０％）、環境対策：

７４億ユーロ（１８％）、灌漑整備：７．５憶ユーロ

（２％）から構成される。本プログラムは、２０３０

年までの国家予算、ＥＵ多年度財務枠組み、欧州復興

基金の利用を予定している。 

 

●９月の雇用統計の発表 

１０月２９日、国立統計院（ＩＮＥ）は８月の確定

雇用統計と９月の推定雇用統計を公表した。８月の確

定失業率は前月比０．２％増の８．１％となった。９

月の推定失業率は、前月比０．４％減の７．７％とな

った。国内の失業問題に関し、コスタ首相は「ポルト

ガルが導入したレイオフ制度は、一時的な人件費の削

減により企業活動を安定させ、企業内のポストを維持

させることを目的としている。企業の従業員雇用にお

ける硬直性は結果として大幅な企業内ポストを失わせ

ることにつながる。本制度の悪用による不当解雇は認

めないが、労働市場の雇用調整が機能することも重要

である。そのため、政府は解雇の禁止ではなく、雇用

維持の支援を優先事項として掲げている」と述べた。 

 

★第３四半期ＧＤＰ成長率の発表 

 １０月３０日、国立統計院（ＩＮＥ）は２０２０年

第３四半期のＧＤＰ成長率を発表した。２０２０年第

３四半期ＧＤＰは、経済活動の再開により前期比＋１

３．２％（第２四半期：－１３．９％）の成長率を記

録し、プラス成長へと転じた。一方で、前年同期との

比較では、感染症拡大の影響から、－５．８％（第２

四半期：－１６．４％）の経済成長率を記録し、３期

連続のマイナス成長となった。       （了） 


